
寮
市
の
苦
葺
ら
が

堅
田
的
で
蓼
加
し
た
研
修

は
「
覿
光
旅
臣
だ
っ
た
と

し
て
、
市
民
団
体
「
よ
こ
は

ま
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
は

二
十
四
日
、
中
田
宏
市
長
に

対
し
区
長
ら
畠
炭
蕾
な

ど
十
八
万
七
千
八
育
十
円
の

同
市
へ
の
萱
め
る
断

覇
．
バ
凋
ぶ
．
…

都
筑
区
長
ら
の

篭

遭

求

め

ー
葉
の
曇

え
を
横
浜
地
方
裁
判
所
に
起

こ
し
た
。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
群

曹
長
ら
職
員
三
人
は
二
〇

〇
四
年
九
月
那
蓄
蓮
台

町
内
会
自
治
会
（
区
遵
会
）

が
行
っ
た
兵
庫
県
内
へ
の
一

泊
二
日
の
研
繹
に
同
行
し

た
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
「
研

修
は
神
戸
市
内
の
防
災
セ
ン

タ
ー
視
鱗
の
ほ
か
は
淡
路
島

の
渦
潮
挙
な
ど
の
鴨
光
推

服
巡
り
で
、
実
態
は
鴨
光
旅

行
だ
っ
た
」
と
し
、
職
員
ら

の
同
行
は
公
欝
に
当
た
ら
な

い
主
義
。
中
田
市
長
や
都

筑
区
長
ら
職
員
に
対
し
、
公

金
と
し
て
支
出
し
た
三
人
分

の
出
張
旅
費
十
三
万
六
千
百

四
十
円
の
返
還
を
求
め
た
。

ま
た
、
研
修
が
日
嘱
、
月
曜

に
か
け
て
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
月
岬
は
本
来
、
公
務
に

就
く
べ
き
だ
っ
た
と
し
、
不

就
労
給
料
相
当
額
五
万
千
六

百
七
十
円
の
蓮
も
求
め
て

い
る
。こ
の
間
点
を
め
ぐ
っ
て

は
、
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ら

が
横
浜
妻
に
対
し

住
居
監
査
楕
求
を
行
っ
た

が
、
こ
と
し
十
月
、
委
員
四

人
の
鸞
兄
が
一
致
せ
す
、
合

鶉
不
霞
に
終
わ
っ
て
い
た
。

零
区
は
「
攫
折
に
つ
い

て
把
輝
し
て
い
な
い
た
め
、

現
段
階
で
の
コ
メ
ン
ト
は
控

え
る
」
と
し
て
い
る
。

（
安
本
　
幹
夫
）

11

で
研
修
は
観
光
」

〃
オ
ン
プ
ズ
提
訴

鼎
”
・
叫
絹
つ

職
員
3
人
が
同
行
し
た
同
区

苦
町
内
会
自
治
会
の
「
研

修
」
旅
行
は
僻
光
目
的
で
公

金
が
途
絶
に
使
わ
れ
た
と
し

て
、
よ
こ
は
ま
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
は
24
円
、
中
田
宏
市

長
を
榊
手
取
り
、
旅
費
や
不

成
算
の
折
巷
な
ど
計
約
1
8

万
8
千
円
を
市
に
蛋
さ
せ

る
よ
う
求
め
る
住
民
裏
を

横
浜
地
裁
に
起
こ
し
た
。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
職

員
ら
は
昨
年
9
月
に
1
油

2
日
で
廣
災
関
連
施
設
の

見
学
な
ど
の
た
め
関
西
を

訪
問
。
高
叔
ホ
テ
ル
で
豪

華
墓
を
し
た
り
「
う
ず

潮
観
潮
船
」
に
乗
っ
た
り
す

る
な
ど
し
、
軍
側
は
夷

態
は
観
光
旅
行
で
公
金
又
出

は
違
法
」
と
主
張
し
て
い

る
。


